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【最近３年間の我が国支払額及びＯＤＡ率】

単   位

平成２６年度

1ｶﾅﾀﾞﾄﾞﾙ =83円

 【当該任意拠出金の目的・用途等】

種　　　別

レート ODA率（％）

 【拠出先の国際機関名】国際民間航空機関（ICAO）

2015-B

全世界的に航空保安の強化と向上を図るため、ICAOによる締約国への監査を中心としたプログラムであ
るが、我が国提案を基に２００２年から開始されたものであり、我が国の意見が反映されていると評価でき
る。
　２０１１年からは全締約国を対象とした監査（第２サイクル）に加え、航空保安に対する各国への支援が
強化されており、世界の航空保安体制強化に向けた着実に貢献している。
　２０１５年からは、新たな監査手法（文書監査と現地監査の組み合わせ）を導入し、継続的監視アプロー
チとして監査が進められている。　また、活動内容、執行体制の見直し及び手続きの簡素化などが継続的
に行われ、効率化と効果的な成果の追求が適切に行われていることから、今後も支援を継続するに相応
しいといえる。

　拠出金・基金の
名称

ICAO航空保安行動計画拠出金

 
【当該任意拠出金等の意義、成果等に関する我が国としての評価】

1ｶﾅﾀﾞﾄﾞﾙ= 99円

1ｶﾅﾀﾞﾄﾞﾙ= 94円

　　　　イヤーマーク　　　　　ノン・イヤーマーク

 【所管官庁担当局課・室名】国土交通省航空局安全部安全企画課

　ICAOの「航空保安行動計画」は、２００１年９月１１日の米国における同時多発テロ事件を踏まえ、２００１
年１０月のICAO総会において、ICAOによる締約国への監査を主要な目的として確立されたものであり、各
締約国に対して、本行動計画の実施に必要な資源を提供するよう勧告が行われた。
　同計画の内容は、全締約国を対象にICAOが各国の航空保安措置について義務的な監査を行う制度で
ある国際保安監査プログラムの実施、国際保安監査マニュアル等の開発、国際保安監査員の訓練等の
実施、監査により発見された欠陥の是正のための技術支援等を実施するものである。


